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泉田栄一先生は， 2017年3月，定年退職されます。先生の退職にあたり，
先生のことについて書かせて頂ける機会を与えて頂いたことは，私にとっては
光栄なことであり，恐縮しております。私は，先生より 1年連れて明治大学に
お世話になるようになり，その後 12年間，先生，三三枝ー雄先生，三枝先生退
職後は藤原俊雄先生 (2016年3月定年退職)，河内陸史先生と御一緒に明治大
学法科大学院の商法の授業を担当させて頂きました。この間，泉田先生にはた
くさんのご教示とご援助を賜りました。
先生は，研究業績目録に記載されているとおり， 45年聞にわたって継続的
に高い評価を得られている論文と書籍を発表・発刊し続けられておられます。
今現在も継続中です。先生はとくに会社法の分野で，顕著な成果を上げられ，
学会において高い評価を受けておられます。 35年前に私法学会においてご報
告された論文である「株式の相E保有について」は今も研究者に影響を与え，
しばしば引用されているとともに， 2006年施行の会社法の基本的なコンメン
タール(~新基本法コンメンタール会社法1J (日本評論社)， ~逐条解説会社法
第 1 巻~ (中央経済社〉の執筆も担当されています。 2009年に体系書である
『会社法~ (信山社)を上梓されたことも周知されていることです。
先生の研究手法は， ドイツ法からの比較法的アプローチが主たるものといえ
るι思います。しかし，先生の関心がそれにとどまるものでないことは，研究
業績目録からも明らかです。比較法研究は， ドイツ法だけではなく，フランス
法，スイス法，イギリス法，スイス法，イタリア法，ラテン・アメリカ法と，
多岐にわたっています。また，研究領域も，会社法にとどまらず，有価証券法，
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金融商品取引法，会計法，銀行法にわたっておられます。さらに，基礎理論に
も強いご関心をお持ちです。最近，先生が反対株主の株式買取請求権の論文を
執筆されていたときには統計学の基礎から勉強きれておられ，感銘を受けまし
た。マックス・ウエーパーは『職業としての学問』の中で， r自分の全身を打
ち込んで，たとえば古い文献のある一文の正しい解釈を得ることに夢中になる
といったようなことができない人々はまず学問には縁遠い人である」と書いて
いますが，先生はまさに学聞を職業とするべき方であると思います。
私が存じ上げている先生は，いつも原書を読まれており，論文を執筆されて
おり，学問一筋に徹しておられました。とはいえ，法科大学院の教育にも情熱
を傾けておられ，時に試験に受かるための教育に先生は悩んでおられたように
お見受けしました。また，雑談の中では，ご家族のこと，後見人制度のこと，
マンション・トラブルのこと，ブラジルで会社法の講演をされたときのこと，
服部先生主宰の商法研究会のことなど，私が興味を持ちそうないろいろなお話
をして下さいました。先生は岩手県のご出身です。岩手県人は，辛抱強く，頑
闘者が多いと聞いたことがあります。先生にもかなりあてはまりますが，これ
に加えて先生のお人柄は誠実でやさしいということを特筆したいと思います。
決して口数の多いほうではない先生が，私にいろいろなお話をして下さったの
は，先生のやさしさのなせる技であったと思っています。
先生は3月には単身赴任を終え，富山に居を移され，そこでじっくり原書を
読み，絵もお描きになりたいとおっしゃっておられます。今の人の実年齢は
50年前の人に比べると 7掛けくらいだということですから，これによれば先
生はまだ50歳前ということになります。これからもお元気に新しい論文を発
表し続けて頂きたいと思います。要らぬお世話だといわれそうですが，その前
にしばらくの間，奥様とゆっくりドイツ旅行などなさっても，学問の神様も笑っ
てお認め下さるように思います。長い間，本当にありがとうございました。
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